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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間（平成28年４月１日から６月30日まで）におけるわが国経済は、政府の経済対策や

金融政策によって企業収益と雇用環境に穏やかな改善が見られました。しかしながら金融資本市場の変動や急激

な円高の企業業績への影響懸念、英国の欧州連合（ＥＵ）離脱の決定など、先行き不透明な状況が続いています。

６月には消費増税の再延期が決まるなど、消費マインドも軟調な推移となりました。

衣料品小売業界においても、消費者物価の上昇や景況感への不安を背景にお客様の節約志向や慎重な購買行動

が継続しています。訪日外国人需要の弱含みに加え、高額商品や衣料品の苦戦などで百貨店売上高も前年割れが

続くなど、非常に厳しい状況にあります。

このような状況の下、当社は平成29年３月期の単年度経営方針として「お客様大満足から大感動へ！」を掲げ

ており、この達成に向け「ココロを動かすモノ作り：基本商品政策の励行による企画ＭＤ力向上」、「驚くほど

便利で使いやすいＥＣ：ＵＡにしか出来ないＥＣサービスのご提供」、「感動レベルの接客体験：創造的商人を

輩出する風土づくり」の３つの重点取組施策を定めました。実店舗とネット通販を自由に使い分け、いつでもど

こでも欲しい商品を入手できる現在において、商品を購入すること以上の心に響く感動をお客様に提供いたしま

す。

「ココロを動かすモノ作り：基本商品政策の励行による企画ＭＤ力向上」では、基本商品政策の見直しによる商

品力強化に加え、当社グループのブランドポートフォリオ再整備によるＭＤの最適化に向けた取り組みに着手し

ました。

「驚くほど便利で使いやすいＥＣ：ＵＡにしか出来ないＥＣサービスのご提供」では、売れ筋商品を中心に

ネット通販店舗への在庫供給を増やして販売機会ロスを軽減させた結果、当第１四半期累計期間の単体ネット通

販売上高前年同期比は26.4％増となりました。また、８月の自社ハウスカード会員とオンラインストア会員の統

合とポイントサービスの一元化に向けた準備を進めました。

「感動レベルの接客体験：創造的商人を輩出する風土づくり」については、先輩社員が新入社員に教育を行う

エデュケーター・スチューデント制度の再構築に向けた社内調査と素案作成を進めました。各事業においても店

長研修などの教育を行い、接客力向上に向けた取り組みを進めています。

出退店では、ユナイテッドアローズ事業：３店舗の出店、アウトレット：１店舗の出店を実施し、当第１四半

期累計期間末の小売店舗数は234店舗、アウトレットを含む総店舗数は258店舗となりました。

連結子会社の株式会社フィーゴは、卸売や小売におけるネット通販が順調に推移したほか、アイテムではトート

バッグ等が継続して順調なことに加え、ビジネスバッグが復調傾向となった結果、増収増益となりました。なお、

当第１四半期累計期間末の直営店舗数は18店舗です。

連結子会社の株式会社コーエン（決算月:１月）は、トレンドアイテムのシルエット・色などへの対応に遅れが

生じ、値引販売が増加した結果、売上高は前年同期並みとなりましたが、減益となりました。なお出退店では３

店舗の出店を実施し、当第１四半期累計期間末の店舗数は82店舗となりました。

連結子会社の台湾聯合艾諾股份有限公司（決算月:１月）は、より台湾のシーズン進行に沿ったＭＤへ見直しを

図ったほか、ＳＮＳの活用による販売促進や台湾のお客様の嗜好に合わせた商材の展開等により、概ね計画に

沿った業績進捗となりました。なお、当第１四半期累計期間末の店舗数は３店舗です。
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（２）財政状態に関する説明

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

業績は概ね当初計画どおりに推移しており、平成28年５月９日発表の業績予想の修正はありません。

（資産）
流動資産は、前連結会計年度末と比較して1,158百万円（2.7％）増加の43,525百万円となりました。これは、商品が3,487百

万円増加した一方、現金及び預金が1,715百万円、未収入金が285百万円それぞれ減少したことなどによります。
固定資産は、前連結会計年度末と比較して674百万円（3.1％）増加の22,184百万円となりました。これは、出店などにより建

物及び構築物が518百万円、無形固定資産が78百万円、差入保証金が40百万円、それぞれ増加したことなどによります。

（負債）
流動負債は、前連結会計年度末と比較して2,600百万円（10.4％）増加の27,565百万円となりました。これは、支払手形及び

買掛金が2,089百万円、短期借入金が3,900百万円、それぞれ増加した一方、未払法人税等が1,815百万円、賞与引当金が
666百万円、、流動負債その他が898百万円、それぞれ減少したことなどによります。
固定負債は、前連結会計年度末と比較して332百万円（6.5%）減少の4,819百万円となりました。これは、資産除去債務が165

百万円増加した一方、長期借入金が501百万円減少したことなどによります。

（純資産）
純資産合計は、前連結会計年度末と比較して434百万円（1.3％）減少の33,325百万円となりました。これは、利益剰余金が

親会社株主に帰属する四半期純利益により1,305百万円増加した一方、配当金の支払により1,752百万円減少したことなどに
よります。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高については、新店出店に伴う増収、既存店の増収、ネット通販

の伸長等により、前年同期比2.7％増の32,947百万円となりました。なお、株式会社ユナイテッドアローズにおけ

る小売＋ネット通販既存店売上高前期比は100.8％となりました。売上総利益率は値引販売の増等があったものの、

円高の影響等により、前年同期と同等の54.5％となり、売上総利益額は前年同期比2.8％増の17,964百万円となり

ました。販売費及び一般管理費率は、グループ各社のネット通販売上高構成比の増等に伴う賃借料の増、欠員補充

等に伴う人件費の増、㈱ユナイテッドアローズの大型出店等に伴う宣伝販促費の増等により前年同期比8.0％増の

15,860百万円となりました。

以上により、当第１四半期連結累計期間の営業利益は2,103百万円（前年同期比24.7％減）、経常利益は2,112百

万円（前年同期比24.5％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は1,305百万円（前年同期比25.0％減）となり

ました。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期累計期間における重要な子会社の異動

　　　該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　　　該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　(会計方針の変更)
　　　　法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」
　　　（実務対応報告第32号 平成28年６月17日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後
　　　に取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。
　　　なお、この変更による当第１四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,027 4,311

受取手形及び売掛金 245 121

商品 23,473 26,961

貯蔵品 492 522

未収入金 9,803 9,517

その他 2,334 2,099

貸倒引当金 △10 △8

流動資産合計 42,367 43,525

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 7,896 8,415

その他（純額） 1,761 1,751

有形固定資産合計 9,658 10,166

無形固定資産

その他 1,850 1,928

無形固定資産合計 1,850 1,928

投資その他の資産

差入保証金 8,398 8,438

その他 1,625 1,672

貸倒引当金 △21 △21

投資その他の資産合計 10,001 10,089

固定資産合計 21,510 22,184

資産合計 63,877 65,710

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 9,495 11,584

短期借入金 2,150 6,050

1年内返済予定の長期借入金 2,004 2,004

未払法人税等 2,312 497

賞与引当金 1,588 922

役員賞与引当金 8 -

その他 7,405 6,506

流動負債合計 24,964 27,565

固定負債

長期借入金 1,992 1,491

資産除去債務 3,148 3,313

その他 11 14

固定負債合計 5,152 4,819

負債合計 30,117 32,384

純資産の部

株主資本

資本金 3,030 3,030

資本剰余金 4,095 4,095

利益剰余金 26,712 26,265

自己株式 △0 △0

株主資本合計 33,838 33,390
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その他の包括利益累計額

繰延ヘッジ損益 △105 △93

為替換算調整勘定 22 27

その他の包括利益累計額合計 △82 △66

非支配株主持分 4 1

純資産合計 33,760 33,325

負債純資産合計 63,877 65,710
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

売上高 32,093 32,947

売上原価 14,616 14,983

売上総利益 17,476 17,964

販売費及び一般管理費 14,682 15,860

営業利益 2,794 2,103

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 3 -

為替差益 23 -

仕入割引 13 16

受取賃貸料 4 4

その他 17 21

営業外収益合計 63 41

営業外費用

支払利息 11 7

為替差損 - 15

賃貸費用 4 4

自己株式取得費用 33 -

その他 11 4

営業外費用合計 60 32

経常利益 2,797 2,112

特別利益

投資有価証券売却益 27 -

特別利益合計 27 -

特別損失

固定資産除却損 2 33

減損損失 16 72

その他 - 11

特別損失合計 19 117

税金等調整前四半期純利益 2,805 1,995

法人税、住民税及び事業税 756 378

法人税等調整額 307 314

法人税等合計 1,064 693

四半期純利益 1,740 1,301

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） - △3

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,740 1,305
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

四半期純利益 1,740 1,301

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △6 -

繰延ヘッジ損益 △35 11

為替換算調整勘定 △1 4

その他の包括利益合計 △43 16

四半期包括利益 1,697 1,318

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,697 1,321

非支配株主に係る四半期包括利益 - △3
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 2,805 1,995

減価償却費 432 444

無形固定資産償却費 42 47

長期前払費用償却額 33 35

減損損失 16 72

賞与引当金の増減額（△は減少） △710 △666

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △11 △8

貸倒引当金の増減額（△は減少） △0 △1

受取利息及び受取配当金 △3 △0

支払利息 11 7

売上債権の増減額（△は増加） 771 472

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,369 △3,518

その他の流動資産の増減額（△は増加） △68 △100

仕入債務の増減額（△は減少） 2,440 2,062

その他の流動負債の増減額（△は減少） △566 △513

その他の固定負債の増減額（△は減少） 0 2

その他 14 83

小計 3,837 416

利息及び配当金の受取額 3 0

利息の支払額 △12 △7

法人税等の支払額 △1,231 △2,124

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,597 △1,715

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △3 △3

投資有価証券の売却による収入 52 -

有形固定資産の取得による支出 △809 △1,320

資産除去債務の履行による支出 △39 △80

無形固定資産の取得による支出 △68 △78

長期前払費用の取得による支出 △157 △284

差入保証金の差入による支出 △341 △126

差入保証金の回収による収入 53 86

その他 0 -

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,311 △1,807

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 580 3,900

長期借入金の返済による支出 △501 △501

自己株式の取得による支出 △1,418 -

配当金の支払額 △1,565 △1,599

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,904 1,799

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1 4

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,619 △1,718

現金及び現金同等物の期首残高 5,585 5,799

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,965 4,080
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

　（継続企業の前提に関する注記）

　　　該当事項はありません。

　（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　　　該当事項はありません。

㈱ユナイテッドアローズ（7606） 平成29年３月期第１四半期 決算短信

10




